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令和４年度 厚木市障害者協議会 第２回 代表者会議 
日 時 令和４年10月20日（木） 午後３:30～午後５：00 
場 所 ZOOM開催 
出席者 神奈川県精神科病院協会 

厚木市自閉症児者親の会 
精神保健福祉促進会フレッシュ厚木 
厚木地区知的障害者施設連絡会（清川ホーム） 
厚木市障害者福祉事業所連絡会（小野橋工房） 
厚木市・愛川町・清川村地域精神保健福祉団体連絡会 
厚木市居宅介護事業所連絡会  
社会福祉法人神奈川県総合リハビリテーション事業団七沢自立支援ホーム 
公益社団法人神奈川県宅地建物取引業協会県央支部  
相談支援事業所連絡会  
厚木市地域包括支援センター（小鮎・緑ヶ丘地域包括支援センター） 
厚木市教育委員会  
厚木市公共職業安定所 
県央地域就労援助センター 障害者職業・生活支援センター ぽむ  
厚木児童相談所  
厚木保健福祉事務所 
厚木市社会福祉協議会 
厚木市障がい福祉課 
神奈川県発達障害支援センター 
貴志園  
ハートラインあゆみ   
厚木精華園ここから  
ちいさな世界  
さんぽみち  
相談支援事業所すぎな 
いっぽ  
相談支援 和  
相談支援事業所 立志  
 
事務局：厚木市障がい福祉課 
厚木市障がい者基幹相談支センター 
 
 
 
 
 
 
 
 



2 
 

１ 開 会 
厚木市障がい福祉課 課長 挨拶 
司会（事務局：基幹相談支援センター） 
進行（会長・副会長） 

 
２．議 題 
（１） 障がい者相談支援センターにおける令和4年度上半期実施報告 
【報告者 さんぽみち】 
  
【報告者 立志】 
  
【報告者 和】 
  
【報告者 基幹相談支援センター】 
 地域支援センターが増設されたことで、より相談支援に繋がりやすくなってきたとみてい

る。また、障がい児の相談も受けるようになり、件数は増加してきている。そのため障がい

相談以外の専門性も必要になり、多機関連携が重要な課題としてあがってきている。 
 Q) 厚木市自閉症児者親の会 
  相談内容【障害や病状の理解】の件数が増えている理由は？ 
 A）基幹相談支援センター・ここから・すぎな・いっぽ各報告者より 

発達障害相談の件数上昇によるものと考えられる。 
 

（２） 令和4年度上半期各プロジェクトの活動報告 
 【報告者 基幹相談支援センター】 
  各プロジェクトについて報告。 
 
（３） 厚木市の重層的支援体制整備事業について 
 【報告者 厚木市福祉総務課】 

重層的支援体制整備事業とは、包括的な支援体制づくりの一事業に位置する。支援を要する

課題は複雑化・複合化しており、相談支援、参加支援、地域づくりに向けた支援の体制を構

築することで、解決を目指していく。本事業は、全国で134市町村が実施自治体になってお

り、全国の1割程度となる。県内においては、実施が3市、移行準備が本市含めた4市とな

っている。本市は相談支援に力を入れており、相談できる場所を増やすことで単独で相談機

関が抱えることなく、また取りこぼすことがない体制づくりをしている。 
Q) 神奈川県精神科病院協会 会長より 
保健所も庁内関係機関に含まれているか 
A)報告者より 
関係機関ということで含まれる。 
Q) 精神保健福祉促進会フレッシュ厚木  
アウトリーチ等の担当部署は？ 
A)相談支援業務の一つであり、相談支援機関が部署となる。 
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３ その他 
 【障がい福祉課】 
  農福連携に関する研修を開催するにあたり、障害児以外の事業所にメールで案内している。

11月10日（木）午後7時から、本庁舎・大会議室にて開催する。詳細は研修案内を参照。 
 
 Q) 厚木市自閉症児者親の会 
 厚木市障害者福祉計画第6期に関する中間報告を聞きたい 
 A)障がい福祉課 より 
 3月の実務者会議での報告を考えている。 
 
 【オブザーバー 神奈川県発達障害者支援センター かながわエース】 
 公開講座をHPで案内しており、盛況な状況である。11月29日支援者養成研修、12月15日

家族向け研修は、現在も募集中。 
 【オブザーバー 県央圏域ナビゲーションセンター】 
 9 月 2 日に ZOOM にて協議会を開催し、オンラインながら差別解消法改正を話題にグループ

ワークに取り組んでみた。障がい相談は乳児から高齢まで幅広く、チームアプローチの重要性

や必要性は他領域よりも大きいと感じている。重層的支援体制においては、孤立している人と

いかに繋がるかだと思う。今後に期待している。 
 
４ 閉 会 

挨拶 副会長 
 
  次回予定 令和5年 

 
 

 以 上 
 


